
　
四
月
十
一
日

　
朝
椅
子
二
脚
デ
ザ
イ
ン
す
る
。
で
き
る
時
は
五
分
で
出
来
る
し
、
で
き
な

い
時
は
一
ヶ
月
経
っ
て
も
で
き
な
い
。
人
間
の
頭
は
機
械
と
は
異
る
の
が
良

く
わ
か
る
。
午
後
椅
子
ゼ
ミ
。
夕
方
六
本
木
国
際
文
化
会
館
で
会
合
。
二
十

二
時
帰
宅
。

　
四
月
十
二
日

　
今
日
か
ら
大
学
院
の
講
議
始
ま
る
。
伝
え
た
い
事
は
山
程
あ
る
の
だ
け
れ

ど
聴
く
耳
を
持
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
知
ら
ぬ
。
砂
漠
に
水
を
ま
く
感
が

あ
る
。
朝
、
院
講
議
ミ
ー
ス
フ
ァ
ン
デ
ル
ロ
ー
エ
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
パ
ビ
リ
オ

ン
と
Ｐ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
ガ
ラ
ス
の
家
に
つ
い
て
。
ま
が
い
の
意
味
の
現
代

性
に
つ
い
て
話
す
。
昼
４
年
課
題
出
題
。
夕
方
、
明
治
通
り
コ
ン
ヴ
ァ
ー
ジ

ョ
ン
。
右
肩
下
り
の
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
。
明
治
通
り
の
方
々
や

明
和
会
の
人
々
も
含
め
て
、
大
会
議
室
に
超
満
員
の
人
々
が
集
ま
っ
た
。
何

と
か
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
具
体
化
し
た
い
。
東
大
松
村
研
の
院
生
に
も
世
話

に
な
っ
た
。
夜
西
調
布
へ
佐
藤
健
と
。
夜
半
十
二
時
前
帰
宅
。
若
干
の
ス
タ

ッ
フ
が
残
っ
て
仕
事
を
続
け
て
い
た
。
他
愛
な
い
も
の
で
真
夜
中
に
仕
事
場

に
帰
り
つ
い
て
、
灯
り
が
ほ
の
か
に
つ
い
て
い
て
、
誰
か
が
た
だ
居
座
っ
て

コ
ツ
コ
ツ
や
っ
て
い
る
の
を
見
た
り
す
る
と
、
マ
ア
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み

る
か
と
つ
ぶ
や
い
た
り
し
て
し
ま
う
。
全
く
バ
カ
だ
ね
ー
、
我
な
が
ら
。

　
四
月
十
三
日

　
朝
八
時
過
起
床
。
今
日
は
何
本
原
稿
書
か
な
く
て
は
な
ら
ん
の
か
、
自
分

で
も
把
握
で
き
て
い
な
い
。
先
ず
敦
煌
の
ホ
テ
ル
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
う
て
る
か

ど
う
か
確
認
し
た
方
が
い
い
な
。
西
安
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
が
、
山
西
省
太
原

は
む
ず
か
し
い
か
も
知
れ
な
い
。
二
日
で
五
本
は
無
理
だ
よ
ね
。
逃
げ
る
し

か
な
い
。
ず
い
ぶ
ん
セ
コ
イ
逃
亡
者
で
は
あ
る
。

　
九
時
地
下
室
へ
。
昨
日
べ
ー
シ
ー
の
菅
原
正
二
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
レ
タ
ー
が
着

い
て
い
た
。
い
つ
も
ハ
イ
セ
ン
ス
な
内
容
で
気
持
ち
が
和
む
。
十
時
過
Ｎ
Ｅ

Ｃ
企
業
誌
取
材
。
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
吉
村
克
己
氏
他
三
名
来
訪
。
世
田
谷
村
を

案
内
す
る
。
十
二
時
過
住
宅
建
築
編
集
長
海
光
他
来
訪
。
世
田
谷
村
を
案
内

す
る
。
今
日
の
私
は
ガ
イ
ド
だ
。
オ
ー
プ
ン
テ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
打
ち
合
わ
せ
夕

方
ま
で
続
く
。

　
四
月
十
四
日
　
日
曜
日

　
今
日
原
稿
三
本
書
け
な
い
と
西
域
へ
は
行
け
な
い
。
キ
ツ
イ
な
あ
。
午
前

中
大
学
へ
。
学
生
の
エ
ス
キ
ー
ス
見
る
。
結
局
全
員
怒
鳴
り
散
ら
し
た
だ
け
。

十
四
時
石
山
研
同
窓
会
。
大
隈
会
館
。
石
山
研
Ｏ
Ｂ
は
現
在
百
二
〇
名
程
ら

し
い
。
今
日
は
六
〇
名
ほ
ど
が
参
集
し
た
。
早
稲
田
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
参
加
者

が
延
べ
千
人
く
ら
い
だ
か
ら
私
は
十
年
程
で
随
分
沢
山
な
人
間
と
会
っ
た
事

に
な
る
。
日
経
、
ス
タ
ジ
オ
ボ
イ
ス
二
本
書
き
終
る
。
い
つ
書
い
た
の
か
自

分
で
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
く
ら
い
だ
。
ア
ト
室
内
を
書
け
れ
ば
西
域

に
行
け
る
。
十
七
時
世
田
谷
戻
り
。
安
藤
と
宮
本
邸
打
ち
合
わ
せ
。
二
一
時

三
〇
分
終
了
。
地
下
の
連
中
に
色
々
と
伝
え
た
い
事
が
あ
っ
た
の
だ
が
結
局

出
来
な
か
っ
た
な
。
明
日
は
七
時
〇
七
分
の
ナ
リ
タ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
な
の
で

五
時
起
き
で
荷
作
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
只
今
一
時
。
疲
れ
た
の
で

眠
り
た
い
が
室
内
原
稿
を
書
く
二
時
間
を
ひ
ね
り
出
す
と
二
時
間
し
か
眠
れ

な
い
計
算
に
な
る
。
佐
藤
健
は
本
当
に
西
域
ま
で
行
く
の
か
、
今
日
に
な
っ

て
も
半
信
半
疑
な
の
だ
。
ど
う
い
う
旅
に
な
る
の
や
ら
想
像
が
つ
か
ぬ
。
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ヤ
ケ
く
そ
だ
。
も
う
眠
っ
て
し
ま
お
う
。
明
日
の
成
田
ま
で
の
電
車
で
原

稿
は
や
っ
つ
け
て
み
よ
う
。
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